
予算特別委員会では、すべての委員が各経費ごとに、さまざまな質問を行います。
各経費ごとの主な質問は下記のとおりです。

予算特別委員会で出た主な質疑項目

一般会計

総務費

・コトリンク運営事業		
・犯罪被害者等支援事業		
・立川駅周辺の安全・安心推進事務		
・公共施設の緊急修繕		
・基地対策事務		
・自転車対策		

民生費

・子ども食堂推進事業			 
・病児保育室運営			
・学童保育所管理運営			 
・社会参加と生きがいづくり促進事業
・地域生活支援事業			 
・基幹系相談支援センター事業			 

衛生費
・フードシェアリングなどの事業系ごみ減量事業		
・温暖化対策事業			
・パパママ学級事業			 
・健康ポイント事業			 

農林費
・農作物獣害防止対策事業			 
・みのーれ立川運営			 
・緑育・食育推進事業			 

商工費
・観光振興事業	
・商店街支援事業	
・輝く個店振興事業	

土木費
・シルバーピア維持管理	
・民間住宅耐震化推進	
・道路維持管理	

消防費
・避難所機能の整備	
・市民防災組織支援事業	
・家具転倒防止器具取付事業	

教育費

・部活動の地域連携・移行等の地域学校連携事業
・スクールソーシャルワーカー		
・スポーツ施設関連		
・寄附金を活用した備品購入		
・古民家園施設管理		
・働き方改革事業		

特別会計

競輪事業会計 ・走路の補修	
・経営戦略をふまえた取り組み	

国民健康保険事業
会計 ・保険料の引き上げ

介護保険事業会計 ・出張暮らしの保健室	
・認知症施策推進事業	

下水道事業会計
下水道事業会計 ・当年度純利益の活用

　３月11日から17日にかけて５日間にわたり審査
を行い、令和７年度一般会計予算、特別会計国民
健康保険事業予算、立川市国民健康保険条例の一
部改正を賛成多数で、その他の特別会計予算、下
水道事業会計予算、その他の条例の一部改正につ
いては全会一致で可決すべきものと決しました。
  一般会計は、過去最大規模の予算額となる予算案
が市から提出され、活発な質疑が行われました。大沢純一委員長
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　　(※議長、副議長、及び代表質問を行った4名を除く全議員）

予算特別委員会委員

その他の主な質疑項目　▷協働のまちづくり推進事業　▷財政調整基金　
▷基幹相談支援センター事業　▷重層的支援体制整備事業　▷出張暮らし
の保健室　▷認知症地域支援推進員配置委託料　▷医療・介護フェス

稲橋　ゆみ子 （立憲ネット緑たちかわ）

子ども食堂推進事業
補助の対象団体や申請の方法は

　　子ども食堂を開催する市民団体
への補助事業については、都の子供
食堂推進事業の実施要綱に従い事業
を進めるのでしょうか。都の要綱で
補助対象となっている配食や宅食を
市でも補助対象とするのか、子ども
と保護者以外の地域の方の参加も想
定しているのか、補助金の申請方法
や条件等、現時点で考えていること
をお示しください。また、子ども食
堂マップinたちかわの更新について
は今後どのように行う考えなのかお
聞かせください。

問 　　市の子ども食堂推進事業は都の
実施要綱に沿って進めることとし、
都の「標準型」である会食形式によ
るものが対象です。また、子どもと
保護者以外の地域の方等も子ども食
堂に参加することを想定していま
す。月１回以上、１回当たり10名
以上の参加ができること等の補助要
件があり、補助金の申請書、実施計
画、団体の会則等を提出していただ
く予定です。令和６年度に試行的に
発行したマップは、効果等を検証し
ながら、定期的な更新を検討します。

答

その他の主な質疑項目　▷自転車用ヘルメット購入費用の助成　▷シェアサイ
クルの公務への活用　▷立川駅周辺の客引きなどの迷惑行為　▷自殺対策

いしとび　かおり（都民ファーストの会立川市議会）

子ども食堂
支援の取り組みに向けた思いは

　　錦町の星槎国際高校が取り組む
子ども食堂は、同高校の生徒が手を
挙げ、２年ほど前に発足した事業で
す。福祉ゼミの高校生メンバーたち
が考えて始め、今も有志の生徒に支
えられて、運営をしています。生徒
も、市長から支援の話が出ているこ
とを聞いて、ありがたいと話してい
ました。市長も、これまでさまざま
な子ども食堂を訪問したと思います
が、同高校の子ども食堂をはじめ、
子ども食堂に対する考えをお示しく
ださい。

問 　　子ども食堂の支援は公約の一つ
であり、食材の確保等も大変になっ
ている中、都の補助を活用して、運
営を応援する取り組みを事業化しま
した。子ども食堂というと、食事を
とれない子どもが集まる場所だとい
うイメージを持つ方もいますが、子
どもも大人もどなたでも、いろいろ
な人が集まって交流ができる拠点が
地域の食堂です。色眼鏡で見られる
ようなことがないように、敷居をい
かに低くしていくのかということも
課題であると考えています。

答答答

その他の主な質疑項目　▷陸上競技場　▷防犯カメラ整備補助　▷違法駐輪　
▷健康ポイント　▷公衆浴場対策補助金　▷立鉄中付１号・２号　▷小学校の
水泳授業における民間等屋内プールの活用　▷部活動地域連携・移行

中山　ひと美（自民党クラブ）

災害時支援協定
まち全体で支援体制の構築を

　　災害時のライフラインの被害が
見込まれる中、市民の公衆衛生の維
持と心身の安らぎを与えることを目
的に、公衆浴場等と災害時支援協定
が結ばれました。この度、火災に伴
う避難所開設の際に、被災者が市内
の銭湯をスムーズに利用することが
できたと聞いています。この協定の
内容とその効果について伺います。
また、今後は公衆浴場だけでなくさ
まざまな部分で協定を結ばなければ
いけないと考えますが、今後の課題
や方向性についてお示しください。

問 　　今回の避難所開設に伴い、延べ
79名の銭湯の利用がありました。災
害時支援協定は年1回締結先の事業
者と連絡を取り合い、連絡先や支援
内容の確認を行っており、災害発生
時にすぐに支援いただけるような体
制を構築しています。今回の銭湯利
用は、協定締結から日が浅かったも
ののスムーズな支援につながったと
考えています。災害時は物資の調達
等が課題となってくると想定されま
すので、今後も協定の締結先の拡充
に努めていきたいと考えています。

答答答
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